
特別養護老人ホーム もくせい 社会福祉法人北養会《茨城県水戸市》

介護・福祉施設病院

保育園

専門学校

フィットネスジム

レストランコンビニ

救護施設

平成20年開設

入居／ 50床 短期入所／ 20床

併設／通所介護、救護施設等
もくせい

全国でも珍しい医療、福祉、教育、健康などの
施設が集まる地域交流の活性化につながる複合エリア



2021年

稼働率 98％

『眠りSCAN 全床導入』

2022年

稼働率 96％に低下

１．生産性向上「失敗」の背景

もくせい稼働率
目標値99%

導入後も稼働率は改善せず。
このままだと

経営にも影響が・・

競合他社との差別化を図り、
稼働率改善を目指す

社会資源として、
多くの方にご利用いただき、
より良い地域をつくるため



導入前提となる課題がズレていませんか？

施設の
強みに

見守り
センサー

施設長 職員



連携の強化

テクノロジーを再活用するための取組

全社戦略型
ブランディング

意思統一

組織再構築
変革チーム・小さい成功体験

業務の定量化

課題の見える化

2 31



全社戦略型ブランディング

全職員が夢や志を共有し、部署の壁を超えて

全社が一丸となるための活動

第一は、目指す方向性を定める

組織変革のために使用した手法

株式会社 博報堂コンサルティング
喜馬 克治 経営コンサルタント／クリエイティブディレクター
hakuhodoコラムより引用
https://www.hakuhodo-consulting.co.jp/blog/branding/20230901





これから人口減少が深刻化する中で

今までと同じ人数で業務を行うことは不可能。

生産性向上＝業務改善するしかない

この「危機感」（前提）を組織で共有する。
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課題の見える化シート

職員の意識が変化



導入前提となる課題がズレていませんか？

夜勤が
大変なんだ

夜勤が
大変だ

施設長 職員

＝



連携・管理体制

組織の再構築
 

情報共有

Google Chatの活用

施設長

相談室 介護課

スタッフ

コアミーティング

ディレクターミーティング

眠りSCANチーム             

      

       ・取り組みを実行

・課題の見える化

前体制の問題

コミュニケーションの生産性向上

変革チームを編成
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夜勤



取り組み
前

取り組み
前

取り組み
後

取り組み
後 眠りSCANで効率化した

巡視・排泄（ベット上）時間数比較

233 分／日

取り組み前

116 分／日

取り組み後

−117分／日
業務効率化

夜勤者一人当たり



1. 夜勤が大変だ（課題の見える化）

2.  何で大変なんだろう（分析／課題抽出）
 →巡視に時間がかかっている

3.  眠りスキャンの呼吸・心拍数機能を活用し
  巡回回数を減らしてみては（手段）

4.  巡視必要・不要者を選出して（実行）
5.  時間ができた、眠りの質が良くなった（成果）

取り組みのステップ



取り組み
前

取り組み
前

取り組み
後

取り組み
後 眠りSCANで効率化した

巡視・排泄（ベット上）時間数比較

233 分／日

取り組み前

116 分／日

取り組み後

−117分／日
業務効率化

夜勤者一人当たり





成果

・宿直員廃止 2,000,000円

・排泄見直し     300,000円

コスト削減額／年間（予定）

約2,300,000円

眠りスキャン活用による業務効率化や年間を通しての対応回数の検証

眠りスキャン活用による業務効率化



職員の待遇改善に係る取り組み

男性職員の育児休暇の促進
外国籍職員の帰省・長期休暇

男性の育児休暇の制度自体はあったが、介護現場のシフト調整や同僚

との軋轢等の心配などから取得する職員がいなかった。

子供が生まれた男性職員から育児休暇の相談があり、また、同時期に

外国人職員から母国旧正月に合わせて帰省したいとの申し出があった。

●業務効率化により現場で調整できる仕組みの構築

・日中のタイムスタディー調査を実施しスケジュールの見直し

・現場の状況毎のフローチャートの作成

・介護補助の配置

①男性職員の育児休暇4週間 実現

②外国人職員帰国支援22日間 実現



05
デ
ー
タ
検
証

効果の見える化

職員アンケート Q.利用者に自分たちが思ういいケアが提供できていますか？

取組前 取組後

業務への自信、モチベーションUP
（数値化）

※n=10



98.0%

97.7%

98.7%

96.8%

98.2%

99.0%

98.4%

97.4%

100.0%

99.3%

99.6% 99.3% 99.3%
99.5%

100.4%

95.0%

96.0%

97.0%

98.0%

99.0%

100.0%

101.0%

R5.4 R5.5 R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4 R6.5 R6.6

稼働率推移
稼働率

▲ 
取組開始

取り組み開始から
１５ヶ月経過

目標稼働率

９９％以上 継続達成
（R6.6現在）

▲ 
取組開始８カ月で好転

2021年 稼働率平均 97.8%
2022年 稼働率平均 96.8%   眠りSCAN導入
2023年 稼働率平均 98.5％  取組開始



❶ 業務効率の改善
眠りSCANを十全に活用できる体制、
ケアの定量化により

夜勤者
1人当たり -117分／1日

巡視・排泄（ベット上）の業務時間

❷コスト削減
宿直員の廃止、
排泄介助見直し など

年間約230万円
経費削減

❸稼働率の回復
テクノロジーの活用と
連携体制再構築により

2024年 稼働率99%達成

2022年 稼働率96%
▼

❹ 働きやすい環境づくり
テクノロジーの活用や部署間の連携がスムーズになり、職員が休暇等
を取りやすい働きやすい職場へ

育児取得率 100%

デイサービス・給食課の
時間外労働時間

・職員のモチベーション向上
・職員のエンゲージメント向上

テクノロジーを活用した取組の成果

❺他部署横展開

（男女共に）

多様な働き方が導入できていると実感

95.8%取組前 25% 取組後 14%/月 削減
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